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 　先日Sibelius2の発表会で創設者のベン・フィン氏と最高
経営責任者のジェレミー・シルバー氏に会って直接話を聞
くことが出来ました。
　「F i n a l e」との大きな違いは何かという最も皆が知りた
がっている質問に対して、ジェレミー・シルバー氏は「機能
的に大きな違いはありません」と言った後、「私はロンドン
のオフィスまで毎日自転車で通勤しています。同じような
機能を持つ乗り物であるとしても一輪車で通勤しようとは
決して思いません」と付け加えました。
　これは実にうまい喩えです。つまり、どちらも足で漕いで
走る乗り物ですが、乗れるようになるまでの練習と、その難
しさが全然違うということに喩えたわけです。
　確かにFinaleは「出来ないことが無い」と豪語するだけの
機能が備わっています。（MacOSX対応機能以外は）同じよ
うな機能はSibelius2にも全て備わっていますが、その操作の
簡単さが比較にならないほど違うのです。
基本画面は音符入力モード基本画面は音符入力モード基本画面は音符入力モード基本画面は音符入力モード基本画面は音符入力モード
　Sibelius2では、マウス無しでも殆どの操作が行えますが、
「ペンと紙で楽譜を作成する感覚」が売り物のSibelius2では、
マウスが「ペン」と「手」の役割をします。マウスのシンボ
ルマークは「矢印」と「手」の形の二つですが、矢印は特定
の場所を指定する「ポインティング機能」が基本です。例え
ば音符をクリックするとその音符を編集できますし、五線
上の何も無いところをクリックすると、「１．音符入力モー
ドの時は音符がその場所に入力される」「２．音符入力モー
ドでないときはその小節が選ばれる」という動作をします。
これをFinale で置き換えますと、音符アイコンの音符入力
モードを選ぶか自動車のアイコンの小節編集に切り替える
ということになります。Sibelius2では、テンキーが５種類の
セットに切り替わる事を前に述べましたが、どのセットで
も選ばれているボタンが青く（この色がSibelius2のイメージ
カラー）なっていればその記号がマウスクリックでその場
所に入力できます。勿論このセットの切り替えやツール
バーの操作やメニュー操作はワープロやその他のソフト同
様マウス操作で出来ます。
　音部記号を書いたり拍子記号を書いたりするときFinale
ではト音記号アイコンや拍子記号アイコンを選んでからそ
の場所をクリックし、続けて何回でも別の場所で同じ操作
が可能でした。Sibelius2では、にしたい操作を先に選んでか
らマウスでクリックするという点ではまったく同じです
が、「続けて同じ操作をしない」ことを前提に考え、「入力後
は自動的に音符入力モードに戻る」という振る舞いをしま

す。
　考えてみれば、Finaleのユーザーはこのアイコン切り替え
が結構煩わしいので折角切り替えた機会に「ついでに」同じ
ような作業をやってしまうということをやっているように
思うのです。
　その点Sibelius2では、何かちょっとした作業でも用が済め
ば常に音符入力モードに自動的に戻りますので「戻るとい
う操作」が無いだけ操作が簡単になっているのです！
　このちょっとした作業は入力中にしょっちゅう起こるこ
とですからその度に「戻る」操作をしなければならないのは
馬鹿げています。
　音符入力時でも、まとめていくつかの音符を処理したり、
コピー・ペーストをしたいときもありますが、そんな時はわ
ざわざツールアイコンを切り替えなくても、選ばれている
音符ボタンをもう一度クリックして音符入力モードを一時
休止してその他の動作をさせることができます。
　例えば、いくつかの音符を入力していて同じ音型がその
後ろにも何カ所か使えると気が付けば、その音型を選んで
（通常１小節単位で選ばれるが、開始音をクリックしてシフ
トキーを押しながら最終音を選べば特定の音だけを選ぶこ
とも出来る）一般的なショートカットキーであるctrl+Ｃで
コピーができます。
　驚くのはこれを別の場所にペーストしたときです。１小
節が選ばれた時はそのまま同じものがペーストされます
が、一部だけをコピーしたときは残りの拍も１小節全部同
じパターンでペーストされてしまうのです。おそらくこれ
はマニュアルに出ていない裏技なのかも知れませんが、伴
奏形の増殖入力には非常に便利です。
　このようなマニュアルでは紹介されていない機能の殆ど
は音楽家であるベン・フィン氏自らの経験と多くの音楽経
験豊かなユーザの声を反映させたもののようです。
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